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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検煙空間に向けて光を発光する発光素子と、
　前記発光素子から発光した光が前記検煙空間に流入した物質により散乱したときの散乱
光を受光して、火災の判定を行うための出力信号を出力する受光素子と、
　前記受光素子から出力される前記出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させる信号処理部
と
　を備え、
　前記受光素子から出力された前記出力信号に基づいて、物質が黒煙であるかを判定する
煙判別部をさらに有し、
　前記信号処理部は、前記煙判別部において物質が黒煙であると判定された場合、前記受
光素子からの前記出力信号を増幅して遅延なく出力することを特徴とする煙感知器。
【請求項２】
　検煙空間に向けて光を発光する発光素子と、
　前記発光素子から発光した光が前記検煙空間に流入した物質により散乱したときの散乱
光を受光して、火災の判定を行うための出力信号を出力する受光素子と、
　前記受光素子から出力される前記出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させる信号処理部
と
　を備え、
　前記受光素子から出力された前記出力信号に基づいて、物質が煙か否かを判定する煙判



(2) JP 6920945 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

別部をさらに有し、
　前記信号処理部は、前記煙判別部において煙以外の物質であると判定された場合、前記
受光素子から出力される前記出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させるとともに減衰させ
ることを特徴とする煙感知器。
【請求項３】
　検煙空間に向けて光を発光する発光素子と、
　前記発光素子から発光した光が前記検煙空間に流入した物質により散乱したときの散乱
光を受光して、火災の判定を行うための出力信号を出力する受光素子と、
　前記受光素子から出力される前記出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させる信号処理部
と
　を備え、
　前記受光素子から出力された前記出力信号に基づいて、物質が白煙であるかを判定する
煙判別部をさらに有し、
　前記信号処理部は、前記煙判別部において物質が白煙であると判定された場合、前記出
力信号を減衰せず前記遅延時間だけ遅延させて出力することを特徴とする煙感知器。
【請求項４】
　煙感知器において物質による散乱光を受光した際に前記煙感知器から出力される出力信
号に基づいて、物質が黒煙であるかを判定する煙判別部と、
　前記煙判別部において物質が黒煙であると判定された場合、前記煙感知器から出力され
た前記出力信号を遅延させずに増幅させる信号処理を行う信号処理部と、
　前記信号処理部により信号処理された前記出力信号に基づいて火災を判定する火災判定
部と、
　を備えることを特徴とする火災受信機。
【請求項５】
　煙感知器において物質による散乱光を受光した際に前記煙感知器から出力される出力信
号に基づいて、物質が煙か否かを判定する煙判別部と、
　前記煙判別部において物質が煙以外の物質であると判定された場合、前記煙感知器から
出力された前記出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させるとともに減衰させる信号処理を
行う信号処理部と、
　前記信号処理部により信号処理された前記出力信号に基づいて火災を判定する火災判定
部と、
　を備えることを特徴とする火災受信機。
【請求項６】
　煙感知器において物質による散乱光を受光した際に前記煙感知器から出力される出力信
号に基づいて、物質が白煙であるかを判定する煙判別部と、
　前記煙判別部において物質が白煙であると判定された場合、前記煙感知器から出力され
た前記出力信号を減衰させず所定の遅延時間だけ遅延させる信号処理を行う信号処理部と
、
　前記信号処理部により信号処理された前記出力信号に基づいて火災を判定する火災判定
部と、
　を備えることを特徴とする火災受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の発光素子を用いて煙等の種類を判定する煙感知器及び火災受信機に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、発光素子から光を出射し、受光素子により煙の粒子から発生する散乱光を受
光することにより、煙を検知して火災を検出する光電式煙感知器が知られている。光電式
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煙感知器が検知の対象とする煙は一様でなく、煙の種類により検煙部における散乱光発生
の特性が異なる。そこで、異なる波長毎に散乱光強度を検出し、煙等の種類を判定しつつ
火災を判定する光電式煙感知器が提案されている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１には、波長の異なる２つの第１発光素子及び第２発光素子と、第１発光素子
及び第２発光素子からの光により煙から発する前方散乱光と後方散乱光とを受光する受光
素子とを備えた光電式煙感知器が開示されている。そして、特許文献１において、出力比
が算出され、出力比に基づいて煙の種類が判定される。この際、黒煙もしくは白煙といっ
た煙の種類の判定に加えて、湯気等の煙以外である旨の判定も行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０１０４５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のように煙の種類を判定する際、出力信号がしきい値より大きいか否かの判
定により行われる。ここで、例えば湯気等は煙ではないが、出力信号は白煙と同等もしく
はそれより大きくなる。このため、湯気等であっても火災であると判定してしまい、非火
災報が生じる場合がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、非火災報の発生を抑制することができる煙感知器及び火災受信機を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る煙感知器は、検煙空間に向けて光を発光する発光素子と、発光素子から発
光した光が検煙空間に流入した物質により散乱したときの散乱光を受光して、火災の判定
を行うための出力信号を出力する受光素子と、受光素子から出力される出力信号を所定の
遅延時間だけ遅延させる信号処理部とを備え、受光素子から出力された出力信号に基づい
て、物質が黒煙であるかを判定する煙判別部をさらに有し、信号処理部は、煙判別部にお
いて物質が黒煙であると判定された場合、受光素子からの出力信号を増幅して遅延なく出
力する。
【０００８】
　なお、煙感知器は、受光素子から出力された出力信号に基づいて、物質が煙か否かを判
定する煙判別部をさらに有し、信号処理部は、煙判別部において煙以外の物質であると判
定された場合、受光素子から出力される出力信号を所定の遅延時間だけ遅延させるととも
に減衰させてもよい。
【００１０】
　また、煙感知器は、受光素子から出力された出力信号に基づいて、煙が白煙であるかを
判定する煙判別部を有し、信号処理部は、煙判別部において煙が白煙であると判定された
場合、出力信号を減衰せず遅延時間だけ遅延させて出力するようにしてもよい。
【００１１】
　本発明に係る火災受信機は、煙感知器において物質による散乱光を受光した際に煙感知
器から出力される出力信号に基づいて、物質が黒煙であるかを判定する煙判別部と、煙判
別部において物質が黒煙であると判定された場合、煙感知器から出力された出力信号を遅
延させずに増幅させる信号処理を行う信号処理部と、信号処理部により信号処理された出
力信号に基づいて火災を判定する火災判定部と、を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る煙感知器及び火災受信機によれば、受光素子から出力される出力信号を所
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定の遅延時間だけ遅延させることにより、物質（煙）の判別結果を利用して火災の判定を
行う際、湯気等の煙以外の物質による散乱光が生じたときに、物質（煙）の判別結果が出
る前に出力信号がしきい値を超えて火災であると判定するのを防止し、非火災報の発生を
抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る煙感知器の実施形態を示す模式図である。
【図２】本発明に係る煙感知器の実施形態を示すブロック図である。
【図３】連続応答性試験を行った際の時間経過に対する煙濃度の出力を示すグラフである
。
【図４】白煙及び湯気の場合の煙感知器から出力される出力信号の時間変化を示すグラフ
である。
【図５】白煙及び黒煙の場合の煙感知器から出力される出力信号の時間変化を示すグラフ
である。
【図６】本発明に係る煙感知器の別の実施形態を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本発明に係る煙感知器の実施形態を示す模式図であり、図２は本発明に係る煙
感知器の実施形態を示すブロック図である。図１及び図２の煙感知器１は、いわゆるＲ型
煙感知器であって、火災の判定は、火災受信機５０側の火災判定部３において行われる。
図１及び図２の煙感知器１は、検煙部２内に形成された検煙空間２ａに向けて光を出射し
、検煙空間２ａ内に存在する煙からの散乱光を受光して煙を検出する光電式煙感知器であ
る。煙感知器１は、第１発光素子１１と、第２発光素子１２と、受光素子１３と、制御部
２０とを有する。
【００１５】
　第１発光素子１１及び第２発光素子１２は、例えばＬＥＤからなっており、検煙空間２
ａに向けて光を出射する。この第１発光素子１１及び第２発光素子１２は、交互に発光す
るように制御部２０により制御されている。第１発光素子１１及び第２発光素子１２は、
ともに検煙空間２ａに向けて可視光領域の赤色光（例えば波長６５５ｎｍ）を出射する。
なお、第１発光素子１１及び第２発光素子１２は、波長６５５ｎｍの赤色光を出射するも
のに限定されず、波長６００ｎｍ～７００ｎｍの範囲内にピーク波長を有する光を出射す
るものであればよい。
【００１６】
　受光素子１３は、例えばフォトダイオードからなっており、第１発光素子１１及び第２
発光素子１２の光により生じる検煙空間２ａに流入した物質からの散乱光を受光する。受
光素子１３は、第１発光素子１１の光軸に対する第１角度θ１が鋭角（例えば６０°）に
なる位置にあり、第２発光素子１２の光軸に対する第２角度θ２が鈍角（例えば１１０°
）になる位置にある。さらに、受光素子１３は、第１発光素子１１と第２発光素子１２と
が出射する光が直接は入射しない位置に設けられている。したがって、受光素子１３は、
第１発光素子１１の光により生じる煙の前方散乱光と、第２発光素子１２の光により生じ
る煙の後方散乱光とを交互に受光する。
【００１７】
　なお、第１角度θ１は鋭角であればよく、例えば５０度～７０度の角度範囲から適宜選
択することができる。また、第２角度θ２は鈍角であればよく、例えば１００度～１２０
度の角度範囲から適宜選択することができる。そして、受光素子１３は、第１発光素子１
１の光により生じた物質（煙）からの散乱光の受光量を第１出力信号Ｓ１として出力し、
第２発光素子１２の光により生じた煙からの散乱光の受光量を第２出力信号Ｓ２として出
力する。
【００１８】
　図２の制御部２０は、受光素子１３から出力された第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号



(5) JP 6920945 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

Ｓ２の信号処理を行うものであって、煙判別部２１、信号処理部２２、送信部２３を有す
る。
【００１９】
　煙判別部２１は、受光素子１３から出力された第１出力信号Ｓ１と第２出力信号Ｓ２に
基づき、物質（煙）の種類を判別する。すなわち、火災が発生したとき、１種類の煙のみ
が発生するのではなく、白煙、黒煙等の燃焼物に応じて種々の種類の煙が発生する。煙感
知器１は、これら種々の煙のいずれが発生しても火災を検知して発報する必要がある。こ
こで、煙の種類として、例えばガソリン、油が燃焼したときに生じる黒煙（灰色煙も含む
）、布、紙、木等が燃焼したときに生じる白煙がある。さらに、上述した煙の他に、湯気
、結露、天ぷら油、埃等の煙以外の物質によっても、受光素子１３から第１出力信号Ｓ１
及び第２出力信号Ｓ２が出力される。
【００２０】
　一方、第１発光素子１１及び第２発光素子１２の波長及び第１角度θ１及び第２角度θ
２によって、上述した煙の種類に対する感度が異なり、出力比Ｒ（＝第１出力信号Ｓ１／
第２出力信号Ｓ２）は煙の種類及び煙以外の物質に応じた値になる。そこで、煙判別部２
１は、出力比Ｒを算出し、算出した出力比Ｒに応じて煙の種類を判別する。例えば、出力
比Ｒ＜１である場合、煙判別部２１は、煙が湯気等の煙以外の物質であると判別する。出
力比Ｒ＝１である場合、煙判別部２１は、白煙であると判別する。出力比Ｒ＞１である場
合、煙判別部２１は煙が黒煙であると判別する。
【００２１】
　ここで、煙判別部２１は、例えば受光素子１３がサンプリング周期（例えば２秒）毎に
第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２を取得し、数サンプリング分の第１出力信号Ｓ１
及び第２出力信号Ｓ２を用いて物質（煙）の判別を行う。煙判別部２１は、数サンプリン
グ分の第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２毎に煙の判別を行い、例えばすべての判別
結果が一致したとき、物質（煙）の種類を確定する。したがって、例えばリアルタイムに
取得した２、３サンプリング分の第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２を用いた物質（
煙）の判別が行われた場合、物質（煙）の種類が確定するまでに１回約６秒の時間を要す
ることになる。
【００２２】
　信号処理部２２は、煙判別部２１による物質（煙）の種類の判別結果に基づいて、火災
の判定に用いる第１出力信号Ｓ１に対し信号処理を行うものであり、遅延処理部２２ａ及
び信号補正部２２ｂを備える。遅延処理部２２ａは、受光素子１３から出力された第１出
力信号Ｓ１を所定の遅延時間Ｔｄ（例えば１０秒）だけ遅延させて信号補正部２２ｂに出
力する。遅延処理部２２ａは、例えば第１出力信号Ｓ１を格納するバッファを有し、受光
素子１３からリアルタイムに出力された第１出力信号Ｓ１をバッファにおいて所定の遅延
時間Ｔｄだけ一時的に格納した後に信号補正部２２ｂに出力する。
【００２３】
　さらに、遅延処理部２２ａは、物質が湯気等の煙以外であると判別されたとき、第１出
力信号Ｓ１を遅延時間Ｔｄだけ遅延させて信号補正部２２ｂに出力する。また、遅延処理
部２２ａは、物質（煙）が白煙であると判別されたときも、上述した第１出力信号Ｓ１を
遅延時間Ｔｄだけ遅延させた第１出力信号Ｓ１を信号補正部２２ｂに出力する。一方、遅
延処理部２２ａは、物質（煙）が黒煙であると判別されたとき、第１出力信号Ｓ１を遅延
させずにリアルタイムに信号補正部２２ｂに出力する。
【００２４】
　信号補正部２２ｂは、煙判別部２１による物質（煙）の判別結果に基づいて、第１出力
信号Ｓ１を増幅もしくは減衰する補正を行う。信号補正部２２ｂは、物質（煙）の種類（
出力比Ｒ）と補正係数Ｃｆとの関係を示す補正テーブルが記憶されており、信号補正部２
２ｂは、補正テーブルを参照して出力比Ｒから補正係数Ｃｆを取得し、取得した補正係数
Ｃｆを用いて第１出力信号Ｓ１を補正する。ここで、どのような種類の煙が発生しても火
災を検知できるように、信号補正部２２ｂには、物質（出力比Ｒ）に応じた補正係数Ｃｆ
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が記憶されており、物質（煙）に応じた補正係数Ｃｆを用いて第１出力信号Ｓ１を補正す
る。
【００２５】
　具体的には、煙判別部２１において物質が湯気等の煙以外であると判別されたとき、信
号補正部２２ｂは、１より小さい補正係数Ｃｆ（例えばＣｆ＝１／４～１／２）を第１出
力信号Ｓ１に乗じ、減衰させた第１出力信号Ｓ１を送信部２３に出力する。煙判別部２１
において白煙であると判別されたとき、信号補正部２２ｂは、第１出力信号Ｓ１を補正せ
ずに（補正係数Ｃｆ＝１）、そのまま送信部２３に出力する。一方、煙判別部２１におい
て物質が黒煙であると判別されたとき、信号補正部２２ｂは、１より大きい補正係数Ｃｆ
を第１出力信号Ｓ１に乗じ、増幅させた第１出力信号Ｓ１を送信部２３に出力する。
【００２６】
　言い換えれば、遅延処理部２２ａは、黒煙の場合を除き、第１出力信号Ｓ１の検出開始
時点から遅延時間Ｔｄだけ第１出力信号Ｓ１を遅延させ続ける。一方、黒煙の場合には、
煙の種類の判別が行われるまでは第１出力信号Ｓ１を遅延時間Ｔｄだけ遅延させ、煙の種
類が黒煙であると判別された後は、遅延させずにリアルタイムの第１出力信号Ｓ１を出力
する。信号補正部２２ｂは、湯気等の煙以外の物質の場合には第１出力信号Ｓ１を減衰さ
せ、煙が黒煙の場合には第１出力信号Ｓ１を増幅させ、白煙の場合には減衰も増幅もさせ
ずにそのままの第１出力信号Ｓ１を出力する。
【００２７】
　送信部２３は、信号線を介して火災受信機５０に接続されており、信号処理部２２にお
いて遅延された出力信号を、火災を判定する火災判定部３を有する火災受信機５０に送信
する。
【００２８】
　火災受信機５０は、煙感知器１から信号線を介して送信された第１出力信号Ｓ１に基づ
き、火災の判定を行う火災判定部３を備える。火災判定部３には、例えば減光率計（ＣＳ
計）による減光率１０％／ｍに対応する火災判定用のしきい値Ｓｒｅｆが記憶されている
。そして、火災判定部３は、補正後の第１出力信号Ｓ１がしきい値Ｓｒｅｆより大きい場
合に火災が発生したと判定する。
【００２９】
　遅延時間Ｔｄは、煙感知器１に要求される感知濃度の性能を考慮して設定される。図３
は、連続応答性試験を行った際の時間経過に対する煙濃度の出力を示すグラフである。な
お、図３に示す試験方法として、煙感知器１が試験空間に設置された状態で、まず５分間
試験空間を公称感知濃度の下限に対応する煙濃度にし、次いで１分当たり１．７５±０．
７５％／ｍの割合で煙濃度を上昇させ、最後に公称感知濃度の上限に対応する煙濃度を５
分間継続させる。この条件下において、煙感知器１からの出力信号（煙濃度）が図３に示
す下限値と上限値と間に収まっていることが求められる（合格判定基準）。言い換えれば
、出力信号Ｓ１が理想値からずれていても、下限値と上限値と間に収まっていればよい。
そこで、遅延時間Ｔｄは、リアルタイムの煙濃度が出力されなくても、要求性能を満たす
ように遅延時間Ｔｄが設定される。なお、上記合格判定基準は、上記公称感知濃度の下限
時は、例えば気流濃度±２％／ｍであり、上記煙濃度の上昇時及び上記公称感知濃度の上
限時は、例えば気流濃度±（気流濃度×１．０５＋２％／ｍ）である。気流濃度は、基準
煙濃度計としてのＣＳ計が示す煙濃度である。
【００３０】
　また、遅延時間Ｔｄは、煙判別部２１における煙の判定に必要な期間も考慮して設定さ
れる。例えば、上述のように、１回の煙の判定に数サンプリング分（例えば２、３サンプ
リング分）が必要である場合、遅延時間Ｔｄ内に１回の煙の判定が完了するのが好ましい
。すると、湯気等の煙以外の物質による第１出力信号Ｓ１の出力開始時点から第１出力信
号Ｓ１を減衰する補正を施すことができる。
【００３１】
　図４は、白煙及び湯気の場合の煙感知器から出力される出力信号の時間変化を示すグラ
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フである。なお、図４において、ＣＳ計からの出力信号ＣＳが示すように、時間ｔ１にお
いて湯気または白煙が発生し、所定の時刻まで煙濃度が上昇していき、それ以降はほぼ一
定の煙濃度になる場合について例示する。はじめに、受光素子１３から出力される第１出
力信号Ｓ１は、物質（煙）の種類によらず、遅延処理部２２ａにおいて遅延時間Ｔｄだけ
遅延されて火災受信機５０へ出力される。そして、遅延時間Ｔｄの間、煙判別部２１によ
る煙の識別が、受光素子１３から出力されるリアルタイムの第１出力信号Ｓ１及び第２出
力信号Ｓ２に基づいて行われる。
【００３２】
　そして、煙は白煙であると判別された場合、遅延処理部２２ａによる第１出力信号Ｓ１
の遅延時間Ｔｄだけ遅延させた出力が継続され、信号補正部２２ｂによる第１出力信号Ｓ
１の補正は行われない（補正係数Ｃｆ＝１）。物質（煙）が湯気等の煙以外であると判別
したときも、遅延処理部２２ａによる第１出力信号Ｓ１の遅延時間Ｔｄだけ遅延させた出
力が継続されるが、信号補正部２２ｂにより第１出力信号Ｓ１が減衰するように補正され
る（補正係数Ｃｆ＜１）。
【００３３】
　火災受信機５０の火災判定部３は、減衰させた補正後の第１出力信号Ｓ１を用いて火災
の判定を行う。その結果、図４に示すように、リアルタイムの湯気の第１出力信号Ｓ１が
白煙の場合よりも早くしきい値Ｓｒｅｆに達するのに対し、遅延及び減衰させた湯気の第
１出力信号Ｓ１は白煙よりも遅くしきい値Ｓｒｅｆに達するようになる。
【００３４】
　図５は、白煙及び黒煙の場合の煙感知器から出力される出力信号の時間変化を示すグラ
フである。なお、図５において、図４と同様、ＣＳ計からの出力信号ＣＳが示すように煙
濃度が変化しているものとする。図５においても、受光素子１３から出力される第１出力
信号Ｓ１は、黒煙であっても遅延処理部２２ａにおいて遅延時間Ｔｄだけ遅延されて火災
受信機５０へ出力される。遅延時間Ｔｄの間、煙判別部２１による識別は、受光素子１３
から出力されるリアルタイムの第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２に基づいて行われ
る。
【００３５】
　そして、物質（煙）が黒煙であると判別された場合、遅延処理部２２ａにおいて第１出
力信号Ｓ１が遅延されずにリアルタイムの第１出力信号Ｓ１が出力される。すると、信号
補正部２２ｂにおいて第１出力信号Ｓ１を増幅させる補正が行われる。火災受信機５０の
火災判定部３は、増幅させた第１出力信号Ｓ１を用いて火災の判定を行う。これにより、
図５に示すように、増幅前の黒煙の第１出力信号Ｓ１に比べて増幅後の黒煙の第１出力信
号Ｓ１の方がＣＳ計の出力信号ＣＳに近づけることができる。
【００３６】
　上記実施形態によれば、物質が湯気等の煙以外である場合には、遅延時間Ｔｄだけ遅延
され減衰された第１出力信号Ｓ１に基づいて火災の判定が行われる。このため、湯気等の
煙以外の物質の検知であるにも拘わらず火災であると判定してしまうといった非火災報の
発生を抑制することができる。すなわち、湯気等は第１出力信号Ｓ１の値が大きくなる傾
向があるため、湯気等の煙以外の物質の場合には、第１出力信号Ｓ１を減衰させる補正を
することが考えられる。
【００３７】
　しかしながら、物質（煙）の判別には数サンプリング分の期間が必要になる。そして、
煙の種類の判別を行っている期間では、遅延も補正もしない第１出力信号Ｓ１を用いて火
災の判定が行われることになる。そして、この期間内に第１出力信号Ｓ１がしきい値Ｓｒ
ｅｆより大きくなった場合には、非火災報が生じてしまう。
【００３８】
　そこで、制御部２０の遅延処理部２２ａにおいて、まず受光素子１３から取得したすべ
ての第１出力信号Ｓ１を遅延時間Ｔｄだけ遅延させて出力させる。同時に、煙判別部２１
による煙の判別は、受光素子１３から取得したリアルタイムの第１出力信号Ｓ１及び第２
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出力信号Ｓ２で行う。よって、物質（煙）の種類の判別している期間内に、第１出力信号
Ｓ１がしきい値Ｓｒｅｆを超えるのを抑制することができる。そして、遅延時間Ｔｄの間
に物質（煙）の種類の判別が行われ、物質が煙以外であると判別されたときには、遅延し
た第１出力信号Ｓ１が減衰されて火災判定部３に出力されることになる。これにより、煙
以外の物質の検知による非火災報を抑制することができる。
【００３９】
　また、信号処理部２２は、煙判別部２１において物質（煙）が黒煙であると判定された
場合、受光素子１３からの第１出力信号Ｓ１を増幅して遅延なく出力するとき、黒煙の場
合には直ちに第１出力信号Ｓ１を増幅させるとともに、第１出力信号Ｓ１を遅延させずに
リアルタイムで出力して火災判定を行うため、黒煙の場合でも早期に火災を検出すること
ができる。
【００４０】
　さらに、信号処理部２２は、煙判別部２１において物質（煙）が白煙であると判定され
た場合、第１出力信号Ｓ１を増幅せず遅延時間Ｔｄだけ遅延させて出力するとき、煙感知
器１としての性能要求（図３参照）を満たしつつ、白煙の場合でも確実に火災を検出する
ことができる。
【００４１】
　本発明の実施形態は、上記実施形態に限定されず、種々の変更を行うことができる。図
１において、火災の判定が火災受信機５０側で行われるいわゆるＲ型の煙感知器１につい
て例示しているが、火災の判定が煙感知器側で行われるいわゆるＰ型の煙感知器について
も適用することができる。図６は、本発明に係る煙感知器の別の実施形態を示すブロック
図である。図６に示すように、煙感知器１００における制御部１２０の火災判定部１２３
は、信号処理部２２から出力された第１出力信号Ｓ１に基づいて火災の判定を行う。そし
て、火災判定部１２３の判別結果は、送信部２３から信号線を介して火災受信機５０に送
られる。さらに、第１出力信号Ｓ１または火災の判別結果を無線通信によって行う煙感知
器にも適用することができる。
【００４２】
　また、図４において、白煙の場合の遅延させていないリアルタイムの第１出力信号Ｓ１
は、ＣＳ計の出力信号ＣＳと同等の出力結果になる。よって、煙が白煙であると判別され
た場合も、黒煙と同様、遅延処理部２２ａは、第１出力信号Ｓ１を遅延させることなく、
リアルタイムの第１出力信号Ｓ１を出力するようにしてもよい。
【００４３】
　また、上記実施形態では、第１発光素子１１及び第２発光素子１２は、ともに検煙空間
２ａに向けて可視光領域の赤色光を射出するものとしたが、例えば赤外線光や青色光を射
出するものとしてもよい。さらに、２つの発光素子１１、１２を用いて第１出力信号Ｓ１
及び第２出力信号Ｓ２が検出される場合について例示しているが、１つの発光素子と、煙
からの前方散乱光を受光する受光素子及び後方散乱光を受光する受光素子を設けて、第１
出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２が検出されるようにしてもよい。
【００４４】
　また、上記実施形態では、第１出力信号Ｓ１を用いて火災の判定を行うものとして説明
したが、第２出力信号Ｓ２を用いて、又は第１出力信号Ｓ１と第２出力信号Ｓ２の両方を
用いて、火災の判定を行うものとしてもよい。
【００４５】
　さらに、煙感知器１における煙判別部２１、信号処理部２２（遅延処理部２２ａ、信号
補正部２２ｂ）の機能を、火災受信機５０側に備えるようにして、煙判別、火災判定を行
うようにしてもよい。具体的には、煙感知器１は、リアルタイムの第１出力信号Ｓ１及び
第２出力信号Ｓ２を火災受信機５０に送信する。火災受信機５０は、受信したリアルタイ
ムの第１出力信号Ｓ１及び第２出力信号Ｓ２を用いて、煙判別部２１により煙判別処理を
行う。煙の種類の判別結果（煙以外、黒煙、白煙）に応じて、リアルタイム又は所定時間
前の必要な出力信号を利用し、補正係数Ｃｆを乗じた上でしきい値Ｓｒｅｆとの比較によ
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り、火災を判定する。なお、物質（煙）の判別結果（煙以外、黒煙、白煙）に対応するし
きい値をそれぞれ記憶し、煙判別結果に対応するしきい値と、リアルタイム又は所定時間
前の必要な出力信号との比較により、火災を判定するようにしてもよい。これにより、上
記実施形態と同様の効果を奏することができる。
【００４６】
　なお、本願発明では、煙判別部２１において湯気等の煙以外の物質であると判別された
とき、信号補正部２２ｂは、１より小さい補正係数Ｃｆ（例えばＣｆ＝１／４～１／２）
としたが、これに限定されず、補正係数Ｃｆによって出力値が０となるようにしても良い
。これにより、例えば検煙空間２ａに流入した物質が埃や虫などといった、確実に煙では
ないことを煙判別部２１によって判別された場合に、出力値が０となるので、確実に非火
災報が出力される虞がなくなる。
【符号の説明】
【００４７】
　１、１００　煙感知器、２　検煙部、２ａ　検煙空間、３、１２３　火災判定部、１１
　第１発光素子、１２　第２発光素子、１３　受光素子、２０、１２０　制御部、２１　
煙判別部、２２　信号処理部、２２ａ　遅延処理部、２２ｂ　信号補正部、２３　送信部
、５０　火災受信機、Ｃｆ　補正係数、Ｒ　出力比、Ｓ１　第１出力信号、Ｓ２　第２出
力信号、Ｓｒｅｆ　しきい値、Ｔｄ　遅延時間。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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